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京大東アジアセンターニュースレター   第 510号   




○ 読後雑感 ： ２０１４年 第９回 
○ 読後雑感 ： ２０１４年 第１０回  
○ 上海街角インタビュー ㉒ 
○ 【中国経済最新統計】 




                                                             小島正憲 
 
１．「大往生したけりゃ医療とかかわるな」 ２．「思い通りの死に方」 ３．「日本人の死に時」４．「死にたい老人」 ５．「大学病院のウラは
墓場」   
 
１．「大往生したけりゃ医療とかかわるな」  中村仁一著  幻冬舎新書  ２０１２年１月３０日 




















































２．「思い通りの死に方」  中村仁一・久坂部羊共著  幻冬舎新書  ２０１２年９月３０日 



















































３．「日本人の死に時」  久坂部羊著  幻冬舎新書  ２００７年１月３０日 


























































































５．「大学病院のウラは墓場」  久坂部羊著  幻冬舎新書  ２００６年１１月３０日 






















































                                                             小島正憲 
 
１．「老いに振り回されない生き方」  ２．「迫りくる“息子介護”の時代」  ３．「ヒトはどうして死ぬのか」 
４．「腰痛の９割は医者なしで治せる！」  ５．「腰痛は〈怒り〉である」   ６．「背筋は伸ばすな！」  ７．「歯医者のウソ」 
８．「糖尿病とつき合ってこの１０年でわかったこと」  ９．「炭水化物が人類を滅ぼす」 
１０．「なぜ、あなたの薬は効かないのか？」 １１．「薬は５種類まで」 １２．「認知症にさせられる！」 １３．「薬剤師は薬を飲まない」 
 
１．「老いに振り回されない生き方」  石田雅男著  幻冬舎ルネッサンス新書  ２０１４年２月２０日 







２．「迫りくる“息子介護”の時代」  平山亮著  平凡社新書  ２０１４年２月２０日 













３．「ヒトはどうして死ぬのか」  田沼靖一著  幻冬舎新書  ２０１０年７月３０日 

























































５．「腰痛は〈怒り〉である」  長谷川淳史著  春秋社  ２０００年９月２５日 





























６．「背筋は伸ばすな！」  山下久明著  光文社新書  ２０１４年１月２０日 
副題 ： 「姿勢・健康・美容の常識を覆す」   















７．「歯医者のウソ」  近藤信也著  幻冬舎新書  ２０１３年１１月３０日 





































８．「糖尿病とつき合ってこの１０年でわかったこと」  阿部博幸著  青萌堂  ２０１３年５月１７日 

















９．「炭水化物が人類を滅ぼす」  夏井睦著  光文社新書  ２０１３年１０月２０日 
















































１０．「なぜ、あなたの薬は効かないのか？」  深井良祐著  光文社新書  ２０１４年２月２０日 










































１１．「薬は５種類まで」  秋下雅弘著  PHP新書  ２０１４年３月４日 




























                                                                     
１３．「薬剤師は薬を飲まない」  宇多川久美子著  廣済堂出版  ２０１３年１２月２６日 
副題 ： 「あなたの病気が治らない本当の理由」   































※ベジタサイズの例 ： 芽ばえエクサ、竹の子エクサ、豆の木エクサ、麦ふみエクサ、稲穂エクサ、大根エクサ 




















































































































































2005年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011年 9.2     1549 20.3 24.9     
10月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012年      2303 7.9 4.3     
1月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 





3月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 
6月 7.6 9.5 13.7 2.2 21.8 317 11.3 6.3 -16.3 -6.9 18.5 16.0 
7月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 
12月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013年             
1月    2.0 20.8 291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 
2月    3.2  153 21.7 -14.9 -35.6 6.3 15.2 15.1 
3月 7.7 8.9 12.6 2.1 21.5 -9 10.0 14.2 -19.7 5.7 15.7 14.9 
4月  9.3 12.8 2.4 19.8 182 14.6 16.6 13.9 0.4 16.1 14.9 
5月  9.2 12.9 2.1 19.7 204 0.9 -0.1 -14.4 0.3 15.8 14.5 
6月 7.5 8.9 13.3 2.7 19.9 271 -3.3 -0.9 -17.3 20.1 14.0 14.1 
7月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
10月  10.3 13.3 3.2 19.2 311 5.6 7.5 -8.2 1.2 14.3 14.1 
11月  10.0 13.7 3.0 17.6 338 12.7 5.4 -9.3 2.3 14.2 14.2 
12月 7.7 9.7 13.6 2.5 17.2 256 4.3 8.6 -3.4 -42.6 13.6 14.1 
2014年             
1月    2.5  319 10.5 10.8 -8.6 -4.5 13.2 14.3 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
